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昨
年
は
、
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊

に
よ
る
戦
後
最
悪
の
不
況
が
も

た
ら
す
閉
塞
感
を
実
感
す
る
一

年
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
構
造
改
革
の
大
合
唱

の
も
と
、
雇
用
情
勢
も
悪
化
の

一
途
を
辿
っ
て
お
り
、完
全
失
業
率
は
、過
去
最
悪
の
五
・
五

％
と
な
っ
て
い
る
。
加
え
て
、
同
時
多
発
テ
ロ
の
影
響
に
よ
る

米
国
経
済
の
回
復
の
遅
れ
な
ど
で
景
気
が
一
段
と
悪
化
す

る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、過
去
最
悪
を
更
新
し
続
け
る
失
業
率
と
大

型
企
業
倒
産
続
発
の
不
安
の
中
で

暮
れ
た
一
年
で
あ
っ
た
。

　

新
し
い
年
は
、
日
本
経
済
に
と
っ

て
、
長
い
低
迷
か
ら
脱
し
、
新
た
な

成
長
へ
踏
み
出
す
年
と
な
る
こ
と

を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
付
加
価
値
を
創
造
す
る
の
は
企
業
で
あ

り
、
自
ら
先
導
し
て
局
面
を
打
開
し
て
い
く
し
か
な
い
。
企

業
の
存
亡
を
賭
け
る
つ
も
り
で
企
業
再
生
に
ま
い
進
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

し
か
し
、
戦
後
最
悪
の
不
況
の
中
で
も
、
全
て
の
企
業
が

業
績
不
振
で
沈
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
増
収
増
益
の
企

業
も
多
く
あ
る
。

　

そ
れ
は
、顧
客
の
需
要
に
沿
っ
て
生
産
・
販
売
・
サ
ー
ビ
ス

な
ど
独
自
の
競
争
力
を
確
立
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

　

経
営
モ
デ
ル
は
多
種
多
様
で
あ
る
。

　

経
営
の
構
造
改
革
を
強
力
に
推
し
進
め
、
他
企
業
に
な
い

独
自
の
付
加
価
値
を
付
け
る
こ
と
が
競
争
に
打
ち
勝
つ
こ
と

で
あ
る
。

　

日
本
の
経
済
力
は
弱
く
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
が
、マ
ク
ロ
的

に
見
れ
ば
、日
本
は
経
済
大
国
で
あ
る
。そ
の
理
由
は
、個
人

資
産
一
千
四
百
兆
円
、
外
貨
準
備
高
四
千
四
十
八
億
ド
ル
、

対
外
純
資
産
百
三
十
三
兆
円
と
、
い
ず
れ
も
世
界
最
高
を

誇
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、国
内
総
生
産
は
、米
国
に
次
い
で
第
二
位
と
な
っ
て

い
る
。

　

し
か
し
、
各
財
界
・
企
業
の
ト
ッ

プ
の
方
々
は
、「
昨
年
に
引
き
続
き

厳
し
い
経
営
環
境
が
続
く
」
と
予

想
さ
れ
て
い
る
。

　

国
で
は
、
財
政
改
革
及
び
構
造
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
る

が
、
産
業
界
な
ど
各
分
野
に
お
い
て
も
構
造
改
革
が
一
段
と

進
む
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。

　

こ
の
改
革
（
変
化
）
に
対
応
し
な
い
企
業
は
取
り
残
さ
れ
、

自
ら
が
自
己
責
任
で
変
化
し
な
け
れ
ば
沈
没
す
る
と
も
言

わ
れ
る
。

　

新
し
い
時
代
の
波
を
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
捉
え
、
過
去
に
す

が
る
こ
と
な
く
、
現
状
に
甘
え
る
こ
と
な
く
頑
張
れ
ば
、
必

ず
明
る
い
未
来
が
あ
る
と
確
信
す
る
。

今
こ
そ
チ
ャ
ン
ス

企
業
再
生
に　

ま
い
進
を
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い
協
同
組
合
も
誕
生
し
つ
つ
あ
る
。

そ
こ
で
取
り
上
げ
る
問
題
が
企
業
内

ベ
ン
チ
ャ
ー
、
新
産
業
へ
の
挑
戦
だ

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
た
、
国
が
言
う
中
小
企
業
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
柱
は
「
金
融
」
と

「
雇
用
」
で
あ
る
が
、
第
三
の
柱
と

し
て
、「
協
同
組
合
」
が
そ
の
役
割
を

担
う
べ
き
だ
と
考
え
る
。
そ
れ
は
、

ほ
と
ん
ど
の
業
界
に
協
同
組
合
が
存

在
し
、
業
界
の
状
況
を
肌
で
感
じ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
の
協
同
組
合
が
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
に
な
り
、
新
産
業
へ
の
誘
導

や
、
企
業
内
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
方
法
を

教
え
る
な
ど
、
ま
さ
に
中
身
の
新
し

い
協
同
組
合
と
し
て
新
た
な
事
業
を

展
開
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　

平
成
十
一
年
に
中
小
企
業
基
本
法

が
改
正
さ
れ
た
が
、
今
ま
で
の
よ
う

な
、
中
小
企
業
と
大
企
業
と
の
格
差

を
縮
め
る
と
か
、
意
欲
の
あ
る
な
し

に
関
わ
ら
ず
支
援
す
る
と
い
う
「
護

送
船
団
」
で
は
な
く
、
意
欲
、
や
る

気
の
あ
る
企
業
を
支
援
し
て
い
く
、

�
保
護
か
ら
支
援
へ
�
と
い
う
の
が

が
新
産
業
に
挑
戦
す
る
と
か
、
異
業

種
へ
の
転
換
の
際
に
、
的
確
で
有
益

な
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
人
材
が
い

な
い
。
組
合
に
そ
う
い
う
人
材
が
い

れ
ば
そ
の
人
の
知
識
、
人
脈
（
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
）
を
活
用
し
て
新
た
な
事

業
展
開
が
可
能
に
な
る
。

　

そ
れ
を
「
ア
シ
ス
ト
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
」
と
し
て
、
三
年
間
の
時
限
で

　

中
央
会
も
、
協
同
組
合
の
設
立
・

支
援
の
み
な
ら
ず
、
本
年
も
「
協
力

す
る
中
央
会
か
ら
提
案
す
る
中
央
会

へ
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
事
業
の
推
進
と
提
案
を
し
、
中
小

企
業
組
合
等
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い

く
。

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

第
三
の
柱

　

平
成
十
四（
二
〇
〇
二
）年
、明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

中
央
会
は
昨
年
も『
協
力
す
る
中
央
会
か
ら
提
案
す
る
中
央
会
へ
』を
テ
ー
マ
に
、「
ぎ
ふ・
組
合
等
産
品
フ
ェ
ア
」や「
ベ
ン

チ
ャ
ー
ふ
れ
あ
い
の
場
事
業
」等
、多
く
の
事
業
を
実
施
し
、中
小
企
業
組
合
等
への
支
援
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、辻
会
長
に「
中
小
企
業
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
協
同
組
合
の
役
割
」に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
の

で
、そ
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
こ
五
、
六
年
、
中
小
企
業
は
苦

況
に
立
た
さ
れ
て
き
た
が
、
今
年
は
、

そ
の
成
果
が
、
小
さ
く
て
も
実
っ
て

く
る
年
だ
と
考
え
る
。

　

中
小
企
業
に
と
っ
て
は
「
失
わ
れ

た
十
年
」
な
ど
と
言
わ
れ
る
が
、
そ

う
で
は
な
く
、「
試
練
の
十
年
」
だ
っ

た
と
言
え
る
。
苦
労
の
中
か
ら
知
恵

を
出
し
た
結
果
、
新
製
品
や
新
シ
ス

テ
ム
が
生
ま
れ
て
き
て
い
る
こ
と
も

見
逃
せ
な
い
。

試
練
の
十
年
か
ら

実
り
の
一
年
へ

改
正
の
ポ
イ
ン
ト
。

　

こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
、
現
在
で

は
異
業
種
へ
の
転
換
、
新
産
業
・
企

業
内
ベ
ン
チ
ャ
ー
へ
の
挑
戦
と
い
っ

た
こ
と
が
中
小
企
業
や
協
同
組
合
の

大
き
な
テ
ー
マ
と
な
り
、
必
要
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
協
同
組
合
単
位

で
は
機
能
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
、
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
が
始
ま
り
、
中
身
の
新
し

　

そ
こ
で
今
、
国
に
要
望
し
て
い
る

の
は
、
大
企
業
等
を
リ
ス
ト
ラ
さ
れ

た
有
能
な
人
達
を
協
同
組
合
に
ぜ
ひ

活
用
し
て
欲
し
い
、
と
い
う
こ
と
。

　

た
と
え
ば
、
協
同
組
合
の
組
合
員

新
た
な
事
業
展
開

に
向
け
て

中
央
会
は

�
提
案
�で
支
援

国
費
に
よ
り
協
同
組
合
に
配
置
し
て

ほ
し
い
と
提
言
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
中
小
企
業
の
事
業

転
換
、
新
産
業
へ
の
挑
戦
に
役
立
つ

と
と
も
に
、
協
同
組
合
が
脚
光
を
浴

び
、
新
し
い
役
割
が
生
ま
れ
て
く
る

に
違
い
な
い
。

協
同
組
合
こ
そ
中
小
企
業
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

「
ア
シ
ス
ト
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」の
配
置
で
新
た
な
役
割
も
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中
小
企
業
庁
は
、
売
掛
先
に
対
す

る
売
掛
債
権
の
流
動
化
に
よ
り
、中
小

企
業
の
資
金
調
達
を
容
易
に
し
、不
動

産
担
保
や
保
証
人
に
頼
ら
な
い
融
資

制
度
と
し
て
『
売
掛
債
権
担
保
融
資

保
証
制
度
』
を
創
設
し
、十
二
月
十
七

日
か
ら
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、中
小
企
業
者
が
売
掛

先
に
対
し
て
保
有
し
て
い
る
売
掛
債

権
を
担
保
と
し
て
金
融
機
関
が
融
資

を
行
い
、
そ
の
際
に
信
用
保
証
協
会
が

保
証
を
行
う
も
の
で
す
。

　

利
用
対
象
は
、中
小
企
業
の
範
囲
に

基
づ
く
中
小
企
業
者
で
、第
三
債
務
者

（
売
掛
先
）
の
信
用
度
や
譲
渡
担
保
の

保
全
度
合
い
に
よ
り
、五
〇
〜
九
〇
％

の
間
で
売
掛
債
権
の
担
保
評
価
（
掛
け

目
）
が
決
ま
り
ま
す
。借
入
限
度
額
は

一
億
一
千
百
万
円
。

　

申
し
込
み
は
金
融
機
関
で
、各
種
書

類
の
ほ
か
、第
三
者
対
抗
要
件
と
し
て
、

①
債
権
譲
渡
登
記
制
度
に
基
づ
く
登

記
（
第
三
債
務
者
へ
の
通
知
は
留
保
）

②
第
三
債
務
者
へ
の
確
定
日
付
の
あ
る

通
知
③
第
三
債
務
者
か
ら
の
異
議
を

留
め
な
い
承
諾
の
取
得
（
異
議
な
し
承

諾
）
―
の
い
ず
れ
か
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

に
行
う
た
め
に
必
要
な
期
間（
最
大
三

十
日
）、基
本
手
当
て
を
支
給
す
る
。

　

経
営
革
新
に
伴
う
労
働
者
の
雇
入

（二）れ
等
に
対
す
る
助
成：

中
小
企
業
者

が
経
営
革
新
を
行
い
、中
高
年
齢
者
を

雇
い
入
れ
た
場
合
等
に
助
成
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
（
助
成
内
容
は
検
討

中
）。

　

労
働
法
の
委
託
募
集
の
特
例：

事

（三）業
協
同
組
合
等
の
構
成
員
で
、労
働
法

に
基
づ
く
認
定
を
受
け
た
小
企
業
者

が
同
一
の
事
業
協
同
組
合
等
の
構
成

員
で
あ
る
他
の
認
定
中
小
企
業
者
に

委
託
し
て
中
高
年
齢
者
を
雇
い
入
れ

る
場
合
に
は
、
厚
生
労
働
大
臣
へ
の
届

出
で
足
り
る
。

　

中
高
年
齢
者
の
派
遣
期
間
の
延

（四）長：

再
就
職
が
厳
し
い
中
高
年
齢
者

に
つ
い
て
、
専
門
的
知
識
等
を
必
要
と

す
る
業
務
（
二
十
六
業
務
）
及
び
そ
れ

以
外
の
業
務
に
対
し
、派
遣
期
間
を
一
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仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
対
策
を

充
実
す
る
た
め
、『
育
児
・
介
護
休
業

法
』
が
改
正
さ
れ
、
平
成
十
三
年
十

一
月
十
六
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
業
主
の
方
は
、
改
正
法
に
沿
っ

た
就
業
規
則
の
整
備
等
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

【
改
正
の
概
要
】
①
育
児
休
業
等
を

理
由
と
し
た
不
利
益
取
扱
い
の
禁

止：

事
業
主
は
、
育
児
・
介
護
休
業

の
申
し
出
、
又
は
休
業
の
取
得
を
理

由
と
し
て
、
当
該
労
働
者
に
対
し
て

解
雇
そ
の
他
不
利
益
な
取
扱
い
を
し

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
②
時
間
外
労
働

の
制
限：

小
学
校
就
学
前
の
子
の
養

育
又
は
家
族
の
介
護
を
行
う
労
働
者

は
、
一
年
一
五
〇
時
間
、
一
ヶ
月
二

十
四
時
間
を
超
え
る
時
間
外
労
働
の

免
除
が
請
求
で
き
ま
す
。
③
勤
務
時

間
の
短
縮
等
の
措
置
の
対
象
と
な
る

子
の
年
齢
の
引
き
上
げ：

勤
務
時
間

の
短
縮
等
の
措
置
に
係
る
事
業
主
の

義
務
の
対
象
と
な
る
子
の
年
齢
が
一

歳
未
満
か
ら
三
歳
未
満
に
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す
。
④
子
の
看
護
の
た
め
の

休
暇
の
努
力
義
務：

事
業
主
は
、
小

学
校
就
学
前
の
子
の
看
護
の
た
め
の

休
暇
制
度
を
導
入
す
る
よ
う
努
め
る

こ
と
。
⑤
転
勤
に
つ
い
て
の
配
慮：

事
業
主
は
、
労
働
者
の
転
勤
に
つ
い

て
は
、
そ
の
育
児
又
は
介
護
の
状
況

に
配
慮
す
る
こ
と
。（
な
お
、
②
〜
⑤

に
つ
い
て
は
平
成
十
四
年
四
月
一
日

か
ら
施
行
）

【
改
正
法
に
つ
い
て
の
説
明
会
】

《
岐
阜
地
区
》
平
成　

年
３
月
１
日

14

　

・　

：

　

〜　

岐
阜
市
・
グ
ラ
ン

（金）

13

30

ヴ
ェ
ー
ル
岐
山

《
飛
騨
地
区
》
平
成　

年
３
月
５
日

14

　

・　

：

　

〜　

高
山
市
民
文
化
会

（火）

13

30

館
　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
岐
阜
労
働
局

雇
用
均
等
室
（
岐
阜
市
金
町
４
‐　
30

明
治
生
命
岐
阜
金
町
ビ
ル
）
･
℡
〇

五
八
（
二
六
三
）
一
二
二
〇
ま
で
。

　

雇
用
保
険
法
等
臨
時
の
特
例
措
置

に
関
す
る
『
雇
用
対
策
臨
時
特
例
法
』

が
平
成
十
三
年
十
二
月
七
日
に
参
院

本
会
議
で
成
立
し
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
は
、
中
高
年
齢
者
（
四
十

九
歳
以
上
五
十
九
歳
以
下
）
の
円
滑

な
再
就
職
の
促
進
、雇
用
機
会
の
創
出

等
を
図
る
た
め
、雇
用
保
険
法
ほ
か
関

係
法
律
に
つ
い
て
、
平
成
十
六
年
度
末

ま
で
（
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日

失
効
）臨
時
の
特
例
措
置
を
講
ず
る
も

の
で
す
。

【
概
要
】

　

職
業
訓
練
の
受
講
者
に
対
す
る
雇

（一）用
保
険
（
失
業
手
当
）
の
給
付
の
拡

充：

公
共
職
業
訓
練
を
受
講
し
て
い

る
四
十
五
歳
以
上
の
中
高
年
齢
者
に

つ
い
て
、①
訓
練
の
受
講
終
了
後
、必
要

に
応
じ
再
度
の
受
講
が
で
き
る
②
一

回
目
の
訓
練
の
効
果
の
検
証
、
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
を
行
い
、
受
講
指
示
を
的
確

限
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
制
度
の
複
数
口
の
利
用
は
で

き
ま
す
が
、第
三
債
務
者
の
重
複
は
認

め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
、最
寄
り
の
金
融
機
関
ま

た
は
、岐
阜
県
信
用
保
証
協
会
・
℡
〇

五
八（
二
七
六
）八
一
二
三（
代
）ま
で
。

中
高
年
齢
者
の
雇
用
機
会
創
出

『
雇
用
対
策
臨
時
特
例
法
』施
行

律
最
長
三
年
間
に
延
長
す
る
。

【
施
行
日
】平
成
十
四
年
一
月
一
日

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
中
央
会
調
査
労

資
金
調
達
が
容
易

『
売
掛
債
権
担
保
融
資
保
証
制
度
』創
設

※
こ
れ
ら
の
制
度
等
の
詳
細
は
、

『
組
合
等
活
性
化
情
報
』春
季
号

（
第　

号
）
で
紹
介
致
し
ま
す
。

88

　

保
証
の
申
し
込
み
は
従
来
か
ら
取

引
の
あ
る
金
融
機
関
を
通
じ
、一
中
小

企
業
者
に
つ
き
一
信
用
保
証
協
会
に

仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援

『
育
児
・
介
護
休
業
法
』改
正

働
チ
ー
ム
・
℡
〇
五
八
（
二
七
七
）
一

一
〇
三
ま
で
。
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岐
阜
県
陶
磁
器
工
業
協
同
組
合
連

合
会
（
宮
地
吾
郎
理
事
長
）
傘
下
の

十
五
組
合
は
、
一
月
五
日
か
ら
八
日

間
、
多
治
見
市
、
土
岐
市
、
瑞
浪
市

で
、
恒
例
の
『
美
濃
焼
新
春
見
本
市
』

を
開
催
し
た
。

　

各
組
合
と
も
、
各
社
の
特
徴
を
活

か
し
な
が
ら
新
た
な
デ
ザ
イ
ン
や
ア

イ
デ
ア
等
を
提
案
し
、
訪
れ
た
大
勢

の
商
社
関
係
者
ら
は
産
地
メ
ー
カ
ー

の
今
年
に
か
け
る
意
気
込
み
を
感
じ

て
い
た
。

大
量
生
産
品
イ
メ
ー
ジを

払
拭

　

八
日
か
ら
二
日
間
、
瑞
浪
市
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
み
ず
な
み
四
季

の
器
・
新
春
見
本
市
」
が
開
催
さ
れ

た
。
瑞
浪
陶
磁
器
工
業　

が
十
七
社
、

（協）

恵
那
陶
磁
器
工
業　

が
十
六
社
出
品

（協）

し
た
。

　
�
美
濃
焼
＝
大
量
生
産
品
�
と
い
う

従
来
の
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
さ
せ
る
新

し
い
デ
ザ
イ
ン
を
提
案
し
、
訪
れ
た

商
社
の
注
目
を
浴
び
た
。

�
健
康
�
を
テ
ー
マ
に商品

提
案

　

十
一
日
か
ら
二
日
間
は
、
多
治
見

市
の
美
濃
焼
卸
セ
ン
タ
ー
で
多
治
見

�
�
�
�
�
�
�
��

�
�
�
�

���

�
�
�
�
��

�
�
�
�

���

地
区
五
組
合
合
同
の
新
作
見
本
市
を

開
催
。
三
十
一
回
目
を
迎
え
た
今
年

は
五
十
九
社
が
出
品
し
、�
健
康
�
を

テ
ー
マ
に
、
産
地
の
特
徴
を
出
し
な

が
ら
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
盛
り
込
ん

だ
商
品
が
出
品
さ
れ
た
。

�
花
笑
み
�を
統
一
テ
ー
マ
に

デ
ザ
イ
ン
を
競
う

　

ま
た
、
土
岐
市
の
セ
ラ
ト
ピ
ア
土

岐
で
は
泉
・
肥
田
の
両
組
合
が
見
本

市
を
開
催
。
特
に
、
肥
田
陶
磁
器
工

業　

は
、
今
年
度
の
補
助
事
業
「
活

（協）
路
開
拓
調
査
・
実
現
化
事
業
」
に
取

り
組
ん
だ
こ
と
か
ら
、�
花
笑
み
�（
は

な
え
み
）
を
統
一
テ
ー
マ
に
製
品
を

発
表
し
た
。

　

花
び
ら
や
四
葉
、
ま
ゆ
の
三
つ
の

型
に
統
一
し
た
中
で
二
十
一
社
が
特

　

協
同
組
合
日
専
連
大
垣
（
高
木
雄

一
理
事
長
）
は
、
十
二
月
二
日
の
臨

時
総
会
で
、
協
同
組
合
西
濃
優
良
店

会
（
大
久
保
幸
彦
理
事
長
）
か
ら
新

た
に
組
合
員
と
な
っ
た
二
十
五
社
を

合
わ
せ
、
六
十
三
社
に
よ
る
『
協
同

組
合
わ
く
わ
く
西
美
濃
』
に
名
称
変

更
し
た
。
理
事
長
は
高
木
雄
一
氏
が

就
任
。

　

地
域
に
根
ざ
し
た
団
体
と
し
て
基

盤
強
化
を
図
る
た
め
、
西
濃
優
良
店

会
の
カ
ー
ド
を
日
専
連
の
カ
ー
ド
に
統

合
し
、新
た
に
特
典
付
き
の
地
域
統
一

カ
ー
ド
「
わ
く
わ
く
西
美
濃
カ
ー
ド
」

を
発
行
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
四
項
目
か
ら
成
る
組
合
の

活
動
指
針
「
わ
く
わ
く
西
美
濃
の
お

約
束
」
で
、
企
業
市
民
と
し
て
地
域

社
会
へ
の
責
務
を
果
た
す
こ
と
を
決

め
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�

美
濃
焼
産
地　

組
合
が
新
春
見
本
市

１５

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

日
専
連
大
垣
が
名
称
変
更

（協）

徴
を
出
し
、
デ
ザ
イ
ン
を
競
っ
た
。

　

▽
美
濃
焼
伝
統
工
芸
品　

＝
美
濃

（協）

焼
伝
統
産
業
会
館
、
セ
ラ
ト
ピ
ア
土

岐
美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
五
〜
六
日
）

　

▽
土
岐
津
陶
磁
器
工
業　

・
下
石

（協）

陶
磁
器
工
業　

・
妻
木
陶
磁
器
工
業

（協）

　

＝
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
（
七
〜
八
日
）

（協）
　

▽
瑞
浪
陶
磁
器
工
業　

・
恵
那
陶

（協）

磁
器
工
業　

＝
瑞
浪
市
総
合
文
化
セ

（協）

ン
タ
ー
（
八
〜
九
日
）

　

▽
土
岐
津
西
部
陶
磁
器
工
業　

・
（協）

駄
知
陶
磁
器
工
業　

＝
セ
ラ
ト
ピ
ア

（協）

土
岐
（
九
〜
十
日
）

　

▽
笠
原
陶
磁
器
工
業　

・
滝
呂
陶

（協）

磁
器
工
業　

・
市
之
倉
陶
磁
器
工
業

（協）

　

・
高
田
陶
磁
器
工
業　

・
多
治
見

（協）

（協）

陶
磁
器
工
業　

＝
多
治
見
美
濃
焼
卸

（協）

セ
ン
タ
ー
（
十
一
〜
十
二
日
）

　

▽
泉
陶
磁
器
工
業　

・
肥
田
陶
磁

（協）

器
工
業　

＝
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
（
十

（協）

一
〜
十
二
日
）

�
…『
課
題
対
応
技
術
革
新
促
進
事
業
』の
募
集
①「
研
究
調
査
事
業
」：
募
集
期
間
＝
１
月　

日　

〜
２
月　

日　

15

（火）

14

（木）�
��

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

���
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岐
阜
市
柳
ケ
瀬
の
小
柳
町
商
店
街

振
興
組
合
（
高
井
逸
夫
理
事
長
）
は
、

十
二
月
九
日
、
小
柳
町
通
り
で
『
第

１
回
日
曜
陶
磁
器
ま
つ
り
』
を
開
催

し
た
。

　

日
曜
日
の
柳
ヶ
瀬
に
買
い
物
客
を

呼
び
込
み
、
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る

た
め
今
回
初
め
て
開
催
し
、
多
治
見

陶
磁
器
卸
商
業　

（
坂
�
義
雄
理
事

（協）

長
）
の
協
力
に
よ
り
陶
磁
器
を
販
売

し
た
。

　

こ
の
組
合
員
で
あ
る
㈲
丸
志
げ
陶

器
、
や
ま
ふ
じ
、
稲
垣
商
店
、
や
ま

じ
ゅ
う
、
東
秀
陶
器
㈱
の
五
社
が
出

　

岐
阜
市
中
央
卸
売
市
場
総
合
セ
ン

タ
ー
協
同
組
合
（
高
橋
満
収
理
事
長
）

は
、
十
二
月
二
十
六
日
か
ら
四
日
間
、

岐
阜
市
茜
部
の
中
央
卸
売
市
場
内
食

品
セ
ン
タ
ー
で
『
二
〇
〇
一
歳
末
市

場
一
般
開
放
ま
つ
り
』
を
開
催
し
た
。

　

こ
の
ま
つ
り
は
、
一
般
消
費
者
に

も
市
場
を
利
用
し
て
も
ら
お
う
と
、

食
品
セ
ン
タ
ー
関
連
店
舗
内
の
九
十

三
社
が
毎
年
こ
の
時
期
に
開
催
し
て

お
り
、
漬
物
、
佃
煮
、
惣
菜
、
菓
子
、

日
用
品
な
ど
を
特
別
価
格
で
販
売
し

て
お
り
、
正
月
用
品
が
何
で
も
揃
う

と
あ
っ
て
、
大
勢
の
買
い
物
客
が
来

場
し
た
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
（
特
賞
）、

岐
阜
産
ハ
ツ
シ
モ
五　

（
一
等
）
な

kg

ど
が
当
た
る
ス
ピ
ー
ド
抽
選
会
も
行

わ
れ
た
。

　

高
橋
理
事
長
は
「
消
費
が
冷
え
込

ん
で
お
り
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い

る
が
、
組
合
員
が
一
丸
と
な
っ
て
こ

の
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
た
。

　

ま
た
、
同
食
品
セ
ン
タ
ー
で
は
毎

月
第
一
土
曜
日
を
一
般
開
放
の
日
と

し
て
市
民
に
開
放
し
、
利
用
促
進
を

図
っ
て
い
る
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

夫
妻
の
お
子
様
誕
生
を
記
念
し
た
美

濃
焼
の
湯
飲
み
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ

た
。

　

ま
つ
り
は
、
朝
十
時
か
ら
四
時
ま

で
行
わ
れ
、
大
勢
の
買
い
物
客
で
賑

わ
っ
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	



小
柳
町
商
店
街
振
興
組
合

�
�
�
�
�
�
�
�
	

岐
阜
市
中
央
卸
売
市
場

店
し
、
業
務
用
か
ら
家
庭
品
ま
で
を

市
価
の
三
〜
五
割
引
き
で
販
売
。
ま

た
、
先
着
二
百
名
に
は
、
皇
太
子
ご

�
…『
課
題
対
応
技
術
革
新
促
進
事
業
』の
募
集
②「
研
究
開
発
事
業
」：
募
集
期
間
＝
２
月　

日　

〜
３
月　

日　

15

（金）

15

（金）

お
問
い
合
わ
せ
は
、中
小
企
業
総
合
事
業
団 
情
報
技
術
部 
技
術
振
興
第
一
課
・
℡
〇
三（
五
四
七
〇
）一
六
二
八
ま
で
。
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商工中金特別貸付制度概要

※　上記は制度の概要です。詳しくは商工中金岐阜支店 TEL（０５８）２６３-９１９１までお気軽にお問い合わせください。
※　上記の他、返済資金緊急特別貸付があります。

貸付利率貸付期間貸付限度資金使途ご利用いただける方貸付名称

１.０５％～
２.４５％

設備：１５年以内
例外：２０年以内
運転：５年以内
例外：７年以内

〔組合（原則）〕
組合員２０名以上
２,４００百万円
組合員２０名未満
１,４４０百万円
〔企業〕７２０百万円
うち運転２５０百万円

経営革新計画に従っ
て行う経営革新のた
めに必要な資金

経営革新支援法に基づき
経営革新計画の承認を受
けた方

経営革新

資金

中小企

業経営

革新等

支援貸

付
経営基盤強化のため
に必要な資金

経営革新支援法に基づき
指定された特定業種に属
する方

経営基盤

強化資金

１.３０％～
１.７０％

設備：１５年以内２５０百万円海外直接投資を行う
ために必要とする資金

業種、売上等の一定の要
件を満たし海外展開を行う
方

海外展開

資金

１.８５％、
２.１５％

運転：５年以内
例外：７年以内

４８０百万円中長期的な経営基盤
の強化に必要な運転
資金

一時的に売上高が減少、
利益が悪化している方

中小企業

経営支援

資金

緊急経

営安定

対応貸

付 １.９０％運転：５年以内
例外：７年以内

８０百万円資金繰りを安定させる
ために必要な運転資
金

一時的な業況悪化により、
資金繰りが悪化している方

中企業運

転資金円

滑化資金

１.８５％、
２.１５％

運転：５年以内
例外：７年以内

１５０百万円金融機関との取引状
況の変化に伴い必要
とする運転資金

金融機関との取引状況の
変化により、一時的に資金
繰りに困難をきたしている方

金融環境

変化対応

資金

原則、同上同上１５０百万円取引先企業の倒産に
伴い緊急に必要とす
る運転資金

取引先企業の倒産により、
資金繰りに困難を生じてい
る方

中小企業

倒産対策

資金

１.０５％～
１.４５％

設備：１５年以内
運転：５年以内
運転例外：７年
以内

原則２７０百万円
うち運転
　　２５０百万円

事業拡大等のための
設備・運転資金

事業の拡大等により、一定
の雇用増が見込まれる方

中小企業事業展

開支援特別貸付

１.０５％～
２.４０％

設備１５年以内
運転５年以内
運転例外：７年
以内

７２０百万円
うち運転
　　２５０百万円

情報関連機器等の設
備取得のために必要
な設備・運転資金

情報技術の普及変化に対
応した情報化投資を行う
方

戦略的情報技術

活用促進特別貸

付（IT 貸付）

長期プライ
ムレートを下
回る水準

設備：１５年以内
例外：２０年以内
運転：７年以内
例外１０年以内

特利限度
　　３５０百万円
うち運転
　　２００百万円

認定計画に従って事
業を行うために必要な
設備・運転資金

「中小創造法」に規定する
認定研究開発等事業を行
う方

異業種交流促進

特別貸付

当初５年
　１.１０％～
　１.７０％
６年目以降
　２.０５％～
　２.４５％

設備：１５年以内
運転：７年以内

６００百万円
うち運転
　　２５０百万円

新たな事業を行うため
に必要な設備・運転
資金

当金庫新事業審査委員会
で新規性を認定した技術
的水準が高い新事業を
行っている方

新事業育成貸付

長期
　１.８５％
短期
　１.３７５％

設備：１５年以内
例外：２０年以内
運転：５年以内
例外：７年以内

７２０百万円
うち運転
　　２５０百万円

海外子会社に対して
転貸又は出資を行う
のに必要な資金

最近の経済環境の変化等
により、海外子会社が一時
的に資金繰りに困難をきた
している方

海外経済環境変

化対応特別貸付

（平成 13年 12 月 11 日現在）



海 外 駐 在 員 レ ポ ー ト

電子産業集積地・珠江デルタ
岐阜県香港駐在員　大　坪　　敬　明

ジェトロ香港主催の SIEPEC2001（逆見本市）

◆ものづくりで躍進する中国　～競合と連携～
　“世界の工場”と言われている中国において、躍進する地域は
大きく３つに分けられる。
　北から紹介すると、１つ目は、中国のシリコンバレーと呼ばれる
北京の「中関村ハイテク区」である。７３の大学が産学連携の事
業化と安価で優秀なソフト人材に目を向けた外国ＩＴ企業の
研究拠点が推進力となり成長し続けている。
　２つ目は、上海を中心とした長江流域の「長江デルタ」である。
優秀な人材と大きな国内市場と物流の中心であることから、内
需型、フルセット型、大企業、資本装備型、広く浅い業種分布な
どにより、爆発的な成長が続いている。
　３つ目は、香港を含めた華南の「珠江デルタ」である。
　この３つの地域が中国の「頭、上半身、足腰」として、もの作り
の最強の組み合わせとなり、競合しつつも補完連携を強めてい
ることが、世界の工場と言われる由縁である。

◆世界有数の電子産業集積地「珠江デルタ」
　ここで、最も身近にある「珠江デルタ」について述べてみたい。
　珠江デルタの産業発展は、委託加工による発展である。８０年
代、香港企業が中国本土の人件費の安さに目をつけ、繊維・雑
貨部門の原材料を持ち込み、中国地場企業に生産を委託し製
品を買い取ることから始まった。
　その後、日系、台湾系、欧米系、韓国系などの企業が香港に
拠点を置き、同様の形態で相次いで進出した。進出分野も繊維
からプラスチック・金属加工、家電製品に移り、今や世界有数の
電子産業集積地になっている。特に電子部品調達拠点としての
重みを増している。

◆発展の背景
　委託加工は外国企業にとって初期投資の節約、労働コストの
削減、税関や税制を巡る政策の不安定さやトラブルの回避など
の面でメリットがあり、中国側は雇用増と輸出増を享受できるとい
う双方にとって旨味のある生産方式であり、特に珠江デルタで隆

盛をみた一因は、広東省の質
量を兼ねた人材と部品集積の
厚みに加え、香港という金融、
流通、貿易の中心地が隣接し
て存在したことにあった。

◆珠江デルタの変化　
～中国全土へ広がる新

たな流れ～
　最近、発展し続ける珠江デ
ルタも、生産形態や企業資本に関して変化が見られるようになっ
てきた。生産形態の変化は、来料加工・進料加工（※）という言葉
で示される委託加工からＥＭＳ化への流れである。外国企業
がデザイン、仕様書、技術などを中国に提供し、中国企業が輸
入原材料と国内調達部品を使用して注文どおりの製品を生産、
製品全量を外国側が買い取る委託生産が行われるようになって
きたことである。
　この流れは珠江デルタにとどまらず、中国本土へ広がりつつ
ある。変化の裏側には、中国製部品産業の集積が進み、安価で
良質な部品が国内で調達可能になったことや、技術水準の向
上、さらに経営管理のレベルがアップしたことに裏付けられる。
　１２月５日から３日間、珠江デルタ内のシンセンでＳＩＥＰＥ
Ｃ 2001（シンセン国際電気・電子部品調達展示会、通称「逆見
本市」）が開催されたが、部品調達に自信を見せる多くの中国企
業が訪れ、日本企業ブース内で盛んに商談が行われていた。そ
の商談の勢いから中国企業が実力を十分につけ始めている現
状を実感した。
　もう一つは資本の変化である。９０年代半ばまでは圧倒的に中
国・外資の共同出資による合弁形態による進出が多かったが、
その後、中国・外資の契約による共同事業である合作企業形態
へ、さらには、中国が１２月１１日にＷＴＯに正式に加盟したが、
このＷＴＯ加盟による規制緩和から市場開放に向かう中国市
場の変化を先取りした１００％外資出資による独資企業へと移行
している。

◆中国産業の脅威と日本企業の課題
  現在、中国企業は外資系企業の技術・ノウハウを吸収し急速
に力を付けている。中国産業の脅威に、日本企業は、国内では
「ハイテクデバイス」「研究開発拠点」「新製品」などのキーワード
で対応し、一方、進出に関しては中国の生産基盤を如何に有効
活用するかということが大きな課題となってくると思われる。
　　（※）来料加工：原材料を供給、製品を引取　無為替で加

工賃のみ決済。

　　　　進料加工：原材料を供給、製品を買取、輸出入とも有

為替決済。
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県内中小企業主要業種の景気動向
（１１月末調査）

表の見方：売上～景況感：○好転・増加　△変わらず　▲悪化・減少

１１月景況調査

加
え
て
流
通
業
界
の

経
営
破
綻
等
の
影
響
、

取
引
先
へ
の
信
用
不

安
等
に
よ
り
企
業
マ

イ
ン
ド
が
一
段
と
低

下
し
て
お
り
、企
業

の
経
営
環
境
が
悪
化

先
行
き
不
安
増
加

景
気
回
復
策
へ
の
要
望
強
い

　

中
央
会
が
主
要
業
種
八
十
五
組
合
を
対

象
に
ま
と
め
た『
十
一
月
の
特
色
』と『
二
月

ま
で
の
景
況
の
見
通
し
』は
次
の
と
お
り
。

　
〔
十
一
月
の
特
色
〕組
合
か
ら
見
た
県
内

中
小
企
業
の
特
色
は
①
景
況
悪
化
続
く
②

先
行
き
不
安
増
加
―
と
な
っ
て
い
る
。

　

十
一
月
の
Ｄ
Ｉ
値
は
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン

48

ト
で
、前
月
の
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
に
対
し

46

２
ポ
イ
ン
ト
の
悪
化
。

　

依
然
、需
要
低
迷
に
よ
る
競
争
激
化
、価

格
低
下
、輸
入
品
と
の
競
争
激
化
が
続
き
、

販
売
価
格
、収
益
状
況
等
も
悪
化
し
て
い
る
。

し
て
い
る
。

　

業
界
か
ら
は
、経
済
政
策
と
し
て
、輸
入
品
対

策
、金
融
・
雇
用
対
策
な
ど
、多
様
な
要
望
が
出
て

い
る
が
、中
で
も
公
共
工
事
発
注
の
増
加
等
の
景

気
回
復
策
へ
の
期
待
が
大
き
い
。

　
〔
二
月
ま
で
の
見
通
し
〕二
月
ま
で
の
景
気
動

向
予
想
は
Ｄ
Ｉ
値
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
で
、当
月

66

実
績
に
対
し
、　

ポ
イ
ン
ト
の
大
幅
な
悪
化
予
想
。

18

　

例
年
、需
要
の
冬
枯
れ
に
よ
る
低
調
に
加
え
、年

末
年
始
の
休
日
に
よ
る
営
業
日
数
減
少
と
いっ
た
季

節
要
因
が
強
く
出
る
こ
と
も
あ
り
、売
上
・
収
益
動

向
予
想
も
悪
化
状
態
が
続
く
予
想
で
あ
る
。

見

通

し

景

況

感

設

備

収
益
状
況

受　
　

注

売　
　

上

調査項目

業　　種
→△△△△○プ ラ ス チ ッ ク
→△△△○○陶 磁 器 （ 工 業 ）
→▲▲▲▲▲陶 磁 器 （ 輸 出 ）
→△△△△△タ イ ル
→△△△△△窯 業 原 料
→△△△△△耐 火 れ ん が
→▲▲▲△△石　 　 灰
→△△△○○生　 コ　 ン
→△△△△○砂 利 生 産
→▲△▲▲▲砕 石 生 産
→▲△▲△△鋳　 　 物
→▲▲▲▲▲刃物等金属製品 （輸出） 
→▲△△▲▲刃物等金属製品 （内需） 
→▲▲▲△△メ　 ッ　 キ
→▲▲▲▲▲県 金 属 工 業 団 地
→▲△△▲▲可 児 工 業 団 地
→▲△△△△金　 　 型
→▲－△△△機械工具・工作機械
→▲▲▲▲▲電 気 機 械 器 具
→▲△△○○輸 送 機 器
→▲△▲▲▲各種物産品（観　 光）
→▲△△○○各種物産品（ギフト）
→▲△▲▲▲陶　 磁　 器
→△－△△△総 合 卸 売 業
→▲－△△▲青　 　 果
→△△△△△水　 産　 物
→▲－▲－▲家 電 機 器 販 売
→▲△▲▲▲メ ガ ネ 販 売
→△△△△△中 古 自 動 車 販 売

見

通

し

景

況

感

設

備

収
益
状
況

受　
　

注

売　
　

上

調査項目

業　　種

→△△▲△△味 噌 ・ 醤 油
→△△△△△豆 腐 製 造
→▲△▲▲▲食 肉 （ 国 産 ）
→△△△△△菓　 　 子

→○△○○○米　 　 菓
→△▲△○○酒　 　 造
→▲△▲▲▲米　 　 穀
→△△△△△ね　 ん　 糸
→△△△▲○織 物 染 色
→▲△△△△ニ ッ ト 工 業
→▲△▲▲▲毛　 織　 物
→△△△△△合 成 繊 維 織 物
→△△▲▲▲ニ ッ ト 雑 貨
→△△△○○靴　 　 下
→▲△△▲△メ ン ズ ア パ レ ル
→▲△▲○○婦 人 ・ 子 供 服
→▲－▲▲▲縫　 　 製
→▲△△▲△製　 　 材
→○△△○○銘　 　 木
→△△△△△集　 成　 材
→△△△○○家 具 （ 美 濃 ）
→△△△△△家 具 （ 飛 騨 ）
→▲△△△△東 濃 ひ の き
→△△△△△家　 庭　 紙
→▲△▲▲▲特　 殊　 紙
→▲▲▲▲▲紙　 加　 工
→△△△△△印　 　 刷

見

通

し

景

況

感

設

備

収
益
状
況

受　
　

注

売　
　

上

調査項目

業　　種

→△△△△△石 油 製 品 販 売
→▲△△△△共 同 店 舗
→▲▲▲▲▲岐 阜 市 商 店 街
→△▲▲▲▲大 垣 市 商 店 街
→▲▲▲▲▲多 治 見 市 商 店 街
→△△△－△恵 那 市 商 店 街
→△－▲－▲高 山 市 商 店 街
→△－△▲▲車 体 整 備
→△－△△△タ イ ヤ 整 備
→▲▲▲▲▲長 良 川 畔 旅 館
→△△△○○下 呂 温 泉 旅 館
→▲▲△△△高 山 旅 館
→▲▲△▲▲ク リ ー ニ ン グ
→▲△▲○○広 告 美 術
→▲▲▲▲▲情 報 サ ー ビ ス 業
→△△△△△映 像 制 作

→▲△▲▲▲飲　 食　 業
→▲△△○○土 木 （ 岐 阜 ）
→△△△△－土 木 （ 飛 騨 ）
→△△△△△土木・建築（羽島）
→▲△▲▲▲建 築 （ 各 務 原 ）
→△△△△△鋼 構 造 物
→△△△△▲電 気 工 事
→△△△△△管 設 備 工 事
→△△△△○建 築 板 金
→△△△○○建　 　 具
→▲－▲▲▲産直住宅（付知地区）
→△△△△△貨物運送（岐阜地区）
→△－△△○貨 物 運 送 （ 県 域 ）



　
「
美
濃
焼
」
は
、
東
濃
地
方
の
焼
き

物
の
総
称
で
す
が
、
こ
の
美
濃
焼
十

四
産
地
で
は
「
高
田
焼
」、「
市
之
倉

焼
」
等
そ
れ
ぞ
れ
の
産
地
毎
に
特
色

を
出
そ
う
と
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
瑞
浪
市
は
、
当
地
区
を
含

め
「
み
ず
な
み
焼
」
と
命
名
し
、
ド

イ
ツ
で
開
催
さ
れ
る
「
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
メ
ッ
セ
」
に
出
展
し
よ
う
と
商

品
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
、
陶
磁
器
業
界
は
構
造
的
な
不

況
状
態
で
す
が
、
そ
の
理
由
の
一
つ

は
、
円
高
以
後
の
急
激
な
輸
出
量
の

減
少
で
す
。
ピ
ー
ク
時
の
昭
和
五
十

九
年
に
は
、
四
百
八
十
億
円
の
輸
出

を
し
て
い
た
も
の
が
、
現
在
で
は
八

十
億
円
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。
政
府

の
「
内
需
拡
大
策
」
も
あ
り
、
国
内

市
場
に
製
品
が
集
中
し
た
た
め
、
限

ら
れ
た
パ
イ
を
巡
っ
て
一
部
の
「
勝

組
」を
除
き
、ほ
と
ん
ど
が
傷
を
負
っ

て
い
ま
す
。
貿
易
立
国
と
言
わ
れ
る

わ
が
国
は
、
生
産
構
造
も
貿
易
抜
き

で
は
考
え
ら
れ
な
い
仕
組
み
で
あ
り
、

陶
磁
器
業
界
も
量
産
体
制
に
よ
る

ン
ト
を
積
極
的
に
開
催
し
て
き
た
。

　

一
昨
年
に
は
、
東
海
北
陸
自
動
車

道
の
飛
騨
清
見
イ
ン
タ
ー
が
開
通
し

た
こ
と
に
よ
り
、
大
阪
や
名
古
屋
と
高

山
市
を
結
ぶ
高
速
バ
ス
の
運
行
が
始

ま
り
、
Ｊ
Ｒ
も
大
阪
か
ら
乗
り
換
え

な
し
で
高
山
に
入
る
特
急
列
車
を
充

実
さ
せ
る
な
ど
、観
光
客
の「
足
」の
選

択
肢
が
増
え
た
こ
と
も
観
光
客
増
加

の
要
因
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
今
年
四
月
か
ら
、
飛
騨
高
山

を
舞
台
に
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
の
連
続

ド
ラ
マ
小
説
『
さ
く
ら
』
の
放
映
が
ス

タ
ー
ト
す
る
こ
と
も
、
高
山
市
に
と
っ

て
は
観
光
客
増
加
の
追
い
風
に
な
る
も

の
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
七
二－

二
五－

〇
八
六
五

Ｅ

‐m
ail：
ch
u
o
k
ait@
q
u
artz.o

cn
.n
e.jp

多
治
見
市
東
町
一－

九－

三
（
美
濃
焼
セ
ン
タ
ー
）

三
宅
利
勝
支
所
長
、
後
藤　

諭
・
渡
辺
瑞
枝

東
濃

支
所
だ
よ
り

　

高
山
市
の
昨
年
一
年
間
の
観
光
客

数
が
三
百
万
人
を
突
破
し
た
。
観
光

客
が
一
番
多
か
っ
た
の
は
、
平
成
十
年

の
二
百
九
十
三
万
人
で
、
五
、
六
年
前

は
二
百
三
十
万
人
前
後
で
推
移
し
て

い
た
。

　

そ
の
間
、
同
市
で
は
全
国
最
大
の
伝

統
芸
能
の
祭
典
を
開
催
し
、
一
時
観

光
客
が
突
出
し
た
時
期
も
あ
り
、
昨

年
は
二
十
一
世
紀
の
ス
タ
ー
ト
を
記

念
し
て
、市
と
観
光
団
体
で「
飛
騨
・
高

山
ふ
れ
あ
い　

推
進
協
議
会
」
を
結
成

21

し
、「
飛
騨
高
山
ま
る
ご
と
テ
ー
マ
パ
ー

ク
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
春
と
秋

の
「
高
山
祭
屋
台
特
別
曳
き
そ
ろ
え
」

を
は
じ
め
、
誘
客
の
た
め
の
各
種
イ
ベ

　

今
回
の
瑞
浪
産
地
の
挑
戦
は
、
失

わ
れ
た
十
年
を
取
り
戻
す
た
め
に
も
、

ま
た
他
産
地
に
勇
気
を
与
え
る
た
め

に
も
大
変
に
意
義
深
い
も
の
で
あ
り
、

美
濃
焼
の
技
術
を
活
か
し
、
中
国
製

品
と
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
な
い
市
場
で

の
競
争
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

飛
騨

支
所
だ
よ
り

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
七
七－

三
四－

四
三
〇
〇

Ｅ

‐m
ail：
chuokaih@

quartz.ocn.ne.jp

高
山
市
天
満
町
五－

一－

一
二
（
高
山
米
穀
駅
前
ビ
ル
内
）

松
野
信
一
支
所
長
、
武
田
京
子
・
安
田
真
也

観
光
客
三
百
万
人
突
破

��
�
�
��
��

�
作
り
過
ぎ
�
が
現
状
で
す
。

が
ん
ば
れ「
み
ず
な
み
焼
」

　

土
岐
市
の
岐
阜
県
石
膏
型
工
業
協

同
組
合
（
渡
邉
秀
一
理
事
長
）
と
Ｎ

Ｅ
Ｔ
異
業
種
交
流
グ
ル
ー
プ
（
山
田

桂
三
代
表
幹
事
）
は
、『
全
国
地
場
産

フ
ェ
ア　

』（
中
小
企
業
庁
、
全
国
中

’02

央
会
主
催
）
の
「
平
成
十
三
年
度
全

国
地
場
産
業
優
秀
技
術
・
製
品
表
彰

事
業
」
に
応
募
し
、
審
査
の
結
果
、

そ
れ
ぞ
れ
受
賞
が
決
ま
っ
た
。

　

一
月
二
十
五
日
に
東
京
・
池
袋
の

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
・
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
る
同

フ
ェ
ア
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
両
製

品
も
展
示
さ
れ
る
。
ま
た
同
フ
ェ
ア

は
、
福
岡
、
松
山
、
大
阪
の
各
会
場

で
も
開
催
さ
れ
る
。

　

▽
優
秀
賞
（
全
国
中
小
企
業
団
体

中
央
会
長
賞
）
＝
蓄
光
セ
ラ
ミ
ッ
ク

ス
「
セ
ラ
蛍
」（
Ｎ
Ｅ
Ｔ
異
業
種
グ

ル
ー
プ
）
▽
奨
励
賞
（
全
国
中
小
企

業
団
体
中
央
会
長
賞
）
＝
石
膏
の
特

徴
を
生
か
し
た
新
商
品
「
立
体
魚
拓
」

「
香
り
の
小
物
」「
石
膏
製
骨
壷
」
他

（
岐
阜
県
石
膏
型
工
業　

）
（協）

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
製
品
及
び
地
場

産
フ
ェ
ア
に
つ
い
て
は
『
組
合
活
性

化
情
報
』
春
季
号
（
第　

号
）
で
も

88

紹
介
致
し
ま
す
。

�
�
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�
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�
�

『
全
国
地
場
産
フ
ェ
ア
』表
彰
事
業
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昨
年
は
、
本
会
の
事
業
に
多
大
な
ご

協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
本
年
も
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
、
本
紙
「
年
賀

広
告
」
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
皆
様

方
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

『時代のニーズに対応した支援を
していきます』（役職員一同）

　
〈
十
二
月
中
〉

３
日　

産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
創
造
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム　

岐
阜（
県
民
ふ
れ
あ
い

in

会
館
）

５
日　

岐
阜
県
Ｉ
Ｔ
戦
略
産
業
経

済
会
議（
県
庁
）

　
　

第　

回
岐
阜
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ェ
ア

41

（
ぱ
・
る
・
る
プ
ラ
ザ
岐
阜
）

　
　

岐
阜
労
働
局
新
規
高
等
学
校

卒
業
者
就
職
問
題
連
絡
会
議（
岐

阜
労
働
局
）

６
日　

商
工
中
金
岐
阜
支
店　

周
50

年
記
念
式
典（
ホ
テ
ル
パ
ー
ク
）

　
　

岐
阜
労
働
局
政
労
使
雇
用
対

所
）

　

日　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
＆
Ｖ
Ｒ
メ
ッ

21
セ
ぎ
ふ
実
行
委
員
会
総
会（
ソ
フ
ト

ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
）

　

日　

岐
阜
県
Ｉ
Ｔ
戦
略
推
進
会

25
議（
県
庁
）

　
　

第
４
回
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
岐

阜
・
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
研
修

会（
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
）

　

〜　

日　

岐
阜
市
中
央
卸
売
市

26

29
場
綜
合
セ
ン
タ
ー　

・
歳
末
市
場

（協）

一
般
開
放
ま
つ
り（
岐
阜
市
中
央

卸
売
市
場
）

策
会
議（
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
）

９
日　

日
曜
陶
磁
器
ま
つ
り（
柳
ヶ

瀬
小
柳
町
通
り
）

　

日　

岐
阜
県
企
業
リ
サ
イ
ク
ル

10
フ
ォ
ー
ラ
ム（
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
）

　

日　

中
部
経
済
産
業
局
官
公
需

19
適
格
組
合
審
査
諮
問
委
員
会（
中

部
経
済
産
業
局
）

　

日　

地
域
融
資
動
向
に
関
す
る

20
情
報
交
換
会（
岐
阜
財
務
事
務


